























































































































　“It’s in Apple’s DNA that technology alone is not enough-it’s technology 
married with liberal arts, married with the humanities, that yields us the result 
























































　山梨学院大学国際リベラルアーツ学部（iCLA: International Collage of Liberal 
Arts）の学部長であるマイケル・ラクトリン教授は，真のリベラルアー
ツ教育には六つの重要なポイントが存在すると語っている。「リベラル
アーツとは何か：What is Liberal Arts?」に関する三つのポイントと，「リ


















































































定 2級程度，ハングル能力検定 2級程度の取得を目指している。 
　ただ，語学力はもっとも基本的なスキルであるが，それだけでは十分
ではない。東アジアの伝統文化をめぐる基本的知識を有し変容する現代
東アジア文化の現状について理解する人材が必要だとしている。
　また，日中韓三カ国での実践的学習や現地実習などを通して，東アジ
アの人々と積極的に交流しつつ，東アジアの諸問題の平和的・共生的な
解決を目指すことができるコミュニケーション能力を持った人材育成を
目標としている。
（ ２）延世・香港・慶應　 ３キャンパス合同東アジア研究
プログラム
　このプログラムは，韓国の延世大学，中国の香港大学社会科学部，そ
して日本の慶應義塾大学国際センターが協力して実施する交換留学プロ
グラムである。三大学から選抜された学生が共に 1年をかけて三つの大
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学を巡って，英語による講義を受講し，また，共に生活をしながら東ア
ジア地域に関する理解を深めることを目的としたプログラムである。
　このプログラムにはいくつかの特徴があるが，以下の四つは注目すべ
き点である。一つ目は，英語でアジアについて学べる点である。東アジ
アについて理解を深めつつ，英語力を磨くことができる。なお，日本
語・中国語・韓国語の授業も履修可能である。二つ目は，アジアのトッ
プ大学である延世大学，香港大学，慶應義塾大学の学生と共に学び，国
境を越えた仲間ができる点である。三つ目は，欧米のトップ大学も一部
プログラムに参加するため，アジア内のみならず，欧米の学生とも緊密
なネットワークができる点である。2014年現在では，英国のキングス・
カレッジ・ロンドン，米国のプリンストン大学，コーネル大学，南カリ
フォルニア大学やスイスのジュネーブ大学が参加協定を結んでいる。四
つ目は，インターンシップやそれぞれの国での留学経験を通じ体感的に
地域理解が深められる点である。
９ ．日本・中国・韓国の連携によるリベラルアーツ教育
　現在，世界の先進国はいろいろな意味で成熟し，新しい技術やサービ
スを生むためには「革新」が必要だと言われている。アメリカでは，専
門知識の習得だけではイノベーションは起きないと考えられている。数
多くの学問に触れながら，自分の人生にとって重要なものを生み出すプ
ロセスが重要である。リベラルアーツ・カレッジでは，数学，物理，経
済，歴史，文学，美術などを学び，創造性豊かな発想が生まれるような
カリキュラムになっている。
　中国でも従来の安価な労働力に頼った製造業から脱皮しようとしてお
り，このリベラルアーツの考え方が注目され始めている。
　リベラルアーツ教育の重要性は，日本の産業界でも認識されつつあ
る。就職活動に際して専門知識やコンピューターのスキルなどの修得に
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力を入れる学生が多い中，「考える力」や「コミュニケーション能力」
を有する学生を高く評価する企業が増えている。つまり，日本の産業界
も，「今の知識」よりも「将来にわたって学び続ける力」が評価される
時代になりつつあるということであろう。これこそ，リベラルアーツ教
育で得られる価値であり，これは日本のみならず韓国や中国においても
同様であるように感じる。
　これから世界のリーダーを目指す若者にとって，リベラルアーツ教育
によって，考える力（特に批判的に考える力）やコミュニケーション能力
など，社会で生きていくために必要な能力を身につけることは重要であ
る。更には，世界の共通語である英語で学ぶことも重要である。また，
アジア人として，アイデンティティーの源である自分の生まれ育った国
のみならず，アジアの国々における価値観を理解することも重要である
と考える。更には，アジア諸国の中で経済的にリードしている日本・中
国・韓国の経済や文化を理解することも必要であろう。
　もちろん，それぞれの国の文化はそれぞれの国の言語で学ぶことが望
ましいと考える。立命館大学の「キャンパス・アジア・プログラム」は
その模範的な取り組みと言えるが，リベラルアーツと言う概念は入って
いない。また，日本語・中国語・韓国語の三か国語を学ぶことはハード
ルが高い。
　そこで，それぞれの国の大学において，英語でリベラルアーツを学ぶ
プログラムを推奨したい。本学の国際リベラルアーツ学部（iCLA）のよ
うな学部を有する中国と韓国の大学と連携して，それぞれの大学で最低
1年間その国の文化や芸術，経済などを英語で学ぶことを必須にする。
そのことにより，三国の文化や経済を学ぶことができ，なおかつリベラ
ルアーツと言う切り口で学ぶことができる。
　このようなプログラムでは，日本・中国・韓国の学生に加えて，世界
中からの留学生とも一緒に学ぶことができる。それぞれに国において，
その国の文化を違った国の学生と共に学ぶことは，様々な価値観を体感
日中韓三国の提携とwin.winについて
13
しながら一つの国について学ぶことになり，新しい「気づき」に繋がる
ことは間違いない。このような学びがこれからのリーダー育成のために
必要であると考える。
（本論文は，2015年10月に，韓国国立群山大学校で開催された第10回「中韓環黄海・
渤海提携・群山フォーラム」で発表した内容加筆修正したものである。）
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